
11月28日(火) 、広島県視察研修・赤十字奉仕団の交流会を実施しました。県内の
地域奉仕団委員長・団員総勢20名が参加し、中四国ブロック血液センターや広島
赤十字・原爆病院のモニュメントを見学。広島市赤十字奉仕団の皆さんと日頃の
活動について意見交換を行い、交流を深めました。

広島県視察研修・赤十字奉仕団交流会を実施！
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やまぐち

中四国9県から集められた献血が
血液製剤になるまでの工程を見学

原爆が投下された際の爆風でゆがんだ
広島赤十字病院窓枠がモニュメントに

♪広島市赤十字奉仕団との交流会♪

まず始めに両県の委員長が各県の活動

を紹介しました。次にグループに分か

れ、広島土砂災害での炊き出し活動や

献血の啓発活動など、互いに質問をし

ながら活発に意見交換をしました。



海外たすけあい募金にご協力ありがとうございました！

日本赤十字社では12月1～25日の期間中、NHK海外たすけあい募金を行い、
山口県内からは1,235件、810,149円の寄付をいただきました。いただいた
救援金は海外の紛争等で苦しむ人々や地域へお届けします。

岩国市本郷町赤十字奉仕団 ひとり暮らし高齢者を訪問

岩国市本郷町赤十字奉仕団（藤本千寿恵委員長）は毎年12月に地区社会福祉協議
会と協力し、ひとり暮らしの高齢者の方を訪問しています。訪問の際には、しょ
うが湯、みかんなど、寒い時期にㇹッと温まるプレゼントにメッセージを添えて、
ひとりひとりに心を込めて手渡しています。

12月1日のオープニングセレモニーでは、青少年赤十字加盟園の旭幼稚園の園児
さん4名が、園で集めた募金を届けてくれました。また、NHK山口放送局の窓口
では今年も山口市赤十字奉仕団（松永君子委員長）の皆さんに期間中毎日交代
で受付をしていただきました！

メッセージ付きのプレゼントを手渡す
藤本委員長と笑顔で受け取る女性



愛媛県開催！中四国ブロック赤十字奉仕団研修会に参加

11月15～17日、愛媛県松山市で中四国ブロック赤十字奉仕団研修会が開催
され、周防大島町赤十字奉仕団の2名が参加しました。災害時に自ら考えて
行動できるように大雨防災ワークショップ、傾聴ボランティアの体験など、
災害時、平時の奉仕団活動に生かせる知識や技術を学びました。

下関市赤十字奉仕団が日赤県支部で研修を実施！

2月14日、下関市赤十字奉仕団8名が山口市の日赤県支部にて研修を行いました。
支部職員から日本赤十字社の事業、山口県内での活動、活動資金の使い道につい
て説明があり、支部救護倉庫にて救護資器材や救援物資などを見学しました。最
後に山口県赤十字血液センターで実際に献血している様子や医療機関へ届けられ
る血液製剤の実物を見るなど血液事業への理解を深めました。

松山地方気象台、地元テレビの気象キャ
スターによる大雨防災ワークショップ

傾聴ボランティアで気を付けることを踏
まえながら参加者同士で実践

災害時に被災者へ配布する毛布・緊急
セット、安眠セットなどの救援物資

種類ごとに保存温度や保存方法が
異なる血液製剤
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山口県で初！国際人道法セミナーを開催

1月17～18日、小野田赤十字病院と支部にて、職員や赤十字ボランティア、青少
年赤十字指導者等を対象に「日本赤十字社山口県支部 国際人道法セミナー」を
開催し、2日間で120名が受講しました。講師に日本赤十字国際人道研究セン
ター所長の井上忠男氏をお招きし、「人道」を基本原則とする赤十字の理念を
正しく理解し、赤十字職員、ボランティア・青少年赤十字指導者がそれぞれの
業務で活かすことを目的に、当支部では初めて実施しました。

～震災の記憶の風化を防ぎ、復興への思いを未来へとつなげていく～

「私たちは、忘れない。」 キャンペーンを実施

日本赤十字社では、本年も3月1日～31日まで、継続した被災地の復興支

援と、防災・減災意識向上を目的に、平成29年度「私たちは、忘れな

い。」キャンペーンを実施します。

山口県支部においても、各地域において様々な講習を行っており、普段

から備えておくことや応急手当の方法、避難所で役立つ技術をお伝えして

います。この機会に改めて、家庭や地域などで防災・減災について考えて

てみませんか？ 講習申込み等お問い合わせは下記までお願いします。


